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尿 路 結 核 の 統 計 的 観 察

(姫路赤十 字病院皮膚 泌尿器科)

西 沢 信 二
にし ざわ しん じ

長 田 行 雄
ながた ゆき を

(本統計の要旨は第5回 日本泌尿器科学会中部連合地方会に於て発表した)

緒 雷

外科的腎疾患の過半を占める慢性腎結核症の治療は,患 側腎の外科的別除を唯一最良の方

法としたが,近 時抗生物質の出現と共に,患 腎別除の他に腎の限局性病巣のみを切除する,

所謂,腎 部分切除術・或は抗結核剤のみによる非観血的療法すら云々されるに至つた・

尿路結核に就いての統計的観察は現在迄に先輩諸士により多数の報告が発表せられている

が,私 達は姫路赤十字病院に 皮膚泌尿器科が 開設せられて以来満5ケ 年間に取扱つた尿路

結核患者112名 に就いて統計的観察を行 うと共に,其 の全死亡例)、一並びに尿路結核患者の

予後に関して少しく検討を加え,些 かの知見を得たのでこ、に報告する・

(1)頻 度

満5ケ 年 間 に於 け る 泌 尿 器 科 外 来 患 者 総 数 は

2238名 で、其 の 内尿路 結核患 者 は112名 を算 え・泌

尿器科 患者 数の5・4%に 当 る.尿 路結核 患者 に 対 す

る腎別除術 施行 患者 の百分比 は49・1%で 之 を年 次的

にみれ ば,昭 和24年 度45・0%,25年47.0%,26

年64・7%,27年48・0%,28年45.4%と な り,昭

和26年 度 を最高 に減少 し,抗 結核 剤 ス トマ イ の普

及 と共に手術 的治 療 を希 望 しない患 者の増 加す る傾 向

が認 め られる.

泌 尿器科 に於 け る総全 腎 別除例 の内・尿 路結 核 によ

る者 の数 はBeachamの 統 計では1140例 中 僅 か

57例(5%)で あ るが,本 邦に於 け る 総 計 で は・東

大の1946年 ～1950年 の5ケ 年 間の総 腎 別例511

例 中腎結核 に よるものは444例(86・9%)あ で り,

私達 の統計 では5ケ 年 間の総 腎 別数72例 中55例

(762%)が 尿路結 核 に よる もの で,本 邦 に於 いて は

外 国 に比 し如何 に尿路 結核 患者 が多 いか が判 る.

(第1表)

(2)性 別 及患 側別

女性 よ り男性 の罹患 が多 い事は本 邦並 び に諸 外国 の

統計 上一致 した ところで,私 達 の統 計 も 男 子63名

(56.3%),女 子49名.(44・7%)と 男子 に多 く男女の

比 は約1.3対1と な り,大 桑 によ る男子66・6%女

子33。4%,江 本 の男子65.3%女 子34・7%よ り低s

く,重 松の 男子59%女 子41%と 略 々 一致 してい

る.

罹患 側 に関 して は大 桑 は 右 側62・4%左 側37・6

%と 右側 に断然 多 く,江 本は右 側456例 左 側475

例 と左側 に稽 々多 く,重 松 は右 側105例 左側99例

と右側 に多 く,又 東大 の統 計 でば右側 左 側略 灯同率 と

第1表 患 者 数 の 統 計

泌 尿器 科 尿 路 結 核 腎 別 施 行漕 外 来 数 患 者 数 患 者 数

昭 和24年402209(45.0%)

25年405178(47.0%)

26年39717fl(64・7%)

27年4402512(48,0%)

28年5943315(45.4%)

計122381n・(…%)「5・(4・ ・1%)
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し,一 般に左右み差は大差ないとする意見か多い.私

達の統計では右側53例(47・3%)左 側45例(40・7

%)と 稽々右側に多い・両側罹患は全体として8・0%・

男子で6・3%女 子で10・2%と 女子に多いが・之は

塁子ぶ女子に比し比較的早期に外来を訪れる機会 に

恵ま叡ている為であろうか・

此の両側罹愚⑳診断は慎重を要するところで,両 側

分離尿に結核菌を証明縦来都ば問題は無いが,斯 かる

症例は少く・私達はインヂゴカルミンの排泄状態,分

離尿所見特に存在する膿球の数 腎機能険査,X線 写

真所見,其 の他臨沐所見より綜合して決定したが,最

近に至つては抗結核剤の少量を使用した後外来 を訪

れる患者が多く・其ノ)診定に当つては益々困難を感ず

る処である.(第2表)

第3表 年 令 別

＼ 、年令
年度＼

昭 和24年

25年

26年

27年

28年

10才

以 下

1

0

1

1

2

ll

～
20

4

1

2

2

5

21

～
30

5

11

4

11

16

31

～
40

4

4

7

4

5

41

～
50

5

1

3

5

3

51

～
60

60才

以 上

1

0

0

2

2

0

0

0

0

0

計 ・D414d2411d・1・

(3)年 令的関係

罹患年 令は最 小3才2ケ 月の 男児 よ り59才 の 男

子に耳 り・其 の 内 半 数 近 くの419%が21～30才

に集中 し,続 いて31～40才 が2L4%,41～50才

152%,11～20才12・4%,10才 以 下及 び5才 以

上は夫々54・5%を 示 す.諸 家 の統 計 を見 る と何 れ も

21～30才 が最高 を示 し,大 桑 は39・7%・ 市川・柿崎
'41
・3%、 江 本51・4%,重 松43・8%と 一 致 し,10才

以下は1%以 下が多 いが私 達 の統 計 では4,5%と 幼

児 の罹患が多 い・(第3表)

年令別 を横軸 に・患者 数 に対 す る百分 率 を縦 軸 に取

つて之 を図示 する と第4表 の如 く・女 子は 男 子 よ り

若 年者 に罹患 す る者多 く・之 と反 対に高 年者 に あつて

百 分剰 …D2・ ・14・ ・j・!1・i・・…1・・li・

6

率
～o

第4表 年 令 別

霧 予
・・一 せ 子

Io72・S。 鼻◎pa鍛

第2表 性 別 及 患 側 別

性 型1 男 1 女

漣
昭 和24年

・25年

26年

27年

28年

右

5

4

4

6

10

左

5

3

3

7

8

両 側

1

0

0

2

1

不 明

1

1

1

0

1

計

12

8

8

15

20

右 左

4

7

2

3

8

3

1

6

5

4

両 側

1

0

1

2

1

不 明

O

l

O

O

O

計

8

9

9

10

13

計 129 26}・ 4 63124 19 5 1 49

百 分 比1・6・14131631631 48gI387 1・ ・1・ ・1

男 子63名

右 側53名

両 側9名

(56・3%)

(47・3%)

(8・0%)

女 子49名

左 側45名

不 明5名

(44・7%)

(40・7%)

(4・5%)
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は男子 の罹患 が多 い.

(4)結 核性 既往 症及 び合 併症

既往 の結核 性疾 患 を有 する者51例(45・5%),有

しない者61例(54・5%)で,疾 患 別で は 富川・ 高

橋 江 本等 の報告 同様肋膜 炎 が約半 数 を 占め46・3%,

次 いで副睾 丸結 核 が14・4%,肺 結 核,結 核 性腹 膜炎

が夫 々10・1%,骨 ・関節 結核 が 合 せ て13.G%,其

の他 淋巴 腺結核 等 が5・8%と な る(第5表)

第5表 既往の結核性疾患

譜
昭 和24年

25年

26年

27年

28年

計

肋膜炎

5

6

2

9

10

副睾
丸炎

4

2

0

2

2

難 結晶難

け て見 た結果 か第7表 で,二 つ以 上 の症状 を 訴 える

もの は夫 々1例 と して其 の項 目に 集 計 した・ 諸 報吾

同様頻 尿,排 尿 痛 が最 も多 く夫 々50・9%,42・9%1

約半 数 に認め られ・ 次 いで血 尿 が15・2%,腎 臓 部痛

が8・c.%,発 熱 が6・3%と な り・ 初 診時 自 ら尿の潤

濁 に気 付 いた者 は3・6%と 極 めて少い.

初発 症 状 を覚 えて よ り来 院 す る迄の 期 間は第8表

の如 く,1～6ケ 月内 の者 が50・5%と 半 数 を 占め・

次 い で1ケ 年以上 が20・9%,6～12ケ 月が15・4%・

1ケ 月以 内が13.2%と な り江 本 の報告 と一致 して い

る.

第6表 合併せる結核性疾患

1

2

1

2

1

0

0

2

4

1

1321・ ・1・1'・

2

1

1

3

2

0

0

1

0

3

合 併 症 な き も の64名(69・6%)

合 併 症 あ る も の28名(30.4%)

疾患名

・1・ 例 数

性 器
結 核

13

肺繍 膜炎騰 灘 巴

11 6 1 2 1

骨
関節

5

・i46・ ・1・…i・,・ ・i・ ・61・711・3611・ ・

合 併 せる結核 性疾患 を有す る者 は28例(30・4%)

有 しな い者64例(69・6%)と 諸 家 の 統 計 に略 々一

致 し・疾 患 別では性 器結 核 が46・4%と 最 も多 く,次

い で肺結 核が39・2%・ 肋膜 炎21・4%、 骨 ・関節結 核

1・8%・ 結核 性腹 膜炎0・4%の 順 とな つてい る.尿 路 結

核 と肋膜 炎 との関 係は極 め て深 く,文 献 に よつ て も北

川 は本症 の40%に ・高 橋・原 田は58・8%,山 田38

%・ 重 松40・1%,江 本52・3%に 肋膜 炎 の 罹患 をあ

げ てい る.(第6表)

第8表 初発症状発現より来院までの期間

瀞遡
昭 和24年

25年

26年

27年

28年

(5)初 発症状並びに来院時迄の期問

初診時の主訴を頻尿,排 尿痛,血 尿,尿 潤濁,腎 臓

部痛・膀胱部痛,腰 痛,発 熱 其の他の9項 目に分

1ケ 月

以 内

1

3

2

1

5

1～
6ケ 月

5

6

8

10

17

6～

12ケ 月

1

2

3

5

3

1年以上

3

2

3

6

5

計91名1121・61,・1 互9

%
D3・ ・1・ …ll5・ ・1・ …

第7表 初 発 症 状

霜 ＼ 磐 陣 尿r排圃 血尿陣 濁1膀胱剰 腎剛 麟1発 熱1其 他
昭 和24年

25年

26年

27年

28年

6

10

14

9

18

8

8

7

11

13

4

0

1

3

9

1

2

1

0

0

1

0

0

1

2

3

1

0

3

3

0

0

0

2

2

4

0

0

1

2

0

0

1

1

0

計

%

57 47 17 4 4 10 4 7 2

1…1・2・gl15・ ・1…i…1・ ・gl・.616・ 巨8
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化学療法の進歩は結核の早期発見・早期治療の必要

性を痛感せし●めるが・尿路結核に於いては,主 訴とす

る膀胱症状が比較的少量の抗結核剤の使用 で軽快す

る事より・該薬剤の濫用が尿路結核患者の専門医への

来訪を遅延させる傾向が あるやに思えるのは誠 に遺

憾である・

(6):尿 検 査 所 見

少数の閉塞性腎結核症例を除き尿路結核患者の総て

に尿の異常所見が認められるが・尿蛋白は95%k

陽性に認められ・膿球の存在も94・P%と 略々同率に

あり・血尿ほ79・5%と 稻々少く,結 核 菌の発見率

は諸家の報告では30%よ り90%と 可成りの差異

があるが・私達の総計では7f%と 比 較的高率に検

出している.此 の尿中結核菌の検出も抗結核剤の使用

増加と共に益々慎重を要するところである.(第9表)

第9表 尿 検 査 所 見

蛋 白脹 酬 舳 球「結繭

たがつ て軽 度の変 化 よ り高 度の変 化 に向つ て軽 度(1 ,

II),中 等 度(III.IV),高 度(V ,VI)と 正常の 四

段 階 に分 け る と・第10表 の如 く中等度36例(404

%)と 最 も多 く・ 軽 度30例(33.7%),高 度17例

(19・0%)・ 正 常6例167%)の 順 となる.正 常例 は

尿管 口の萎縮,後 上 方 えの索 引等 形体 的変 化¢他 には

充 血 結節,潰 瘍等 炎症 性変 化の認 め られない もので

閉 塞 性腎結核,結 核性膿 腎,キ ツ ドニー レ等6例 に

認 め られ た.

別出腎 の所 見け,之 も井 上の記載 に したが つて軽重

の順 に初 期(A・B)・ 完成期(C,D),末 期(E,F) ,

の三段 階 に分 ける と・ 初 期の もの4例(7・8%)・ 末

期の もの5例(9・8%)で ・ 大 半の42例(82.3%)

は乾 酪性 空洞 型の 旺盛期 の ものであつ た.

検査事項

年謙 績1・ト1・1不H・ 卜
昭和24年

25年

26年

27年

28年

15

15

15

22

29

1

0

2

2

0

12

15

15

22

28

1

0

1

2

1

4

11

14

18

27

3

4

2

5

5

8

11

15

20

26

8

4

2

4

3

(8)血 沈 値

尿路結 核 に於 い て も他の 結核症 と同様 血沈 値 の 促

進 す る事は諸 家の 説 くところで.血 沈 値 を測定 した尿

路 結核患 者61例 の成績 は第11表 の如 く20粍 以 下

の大体 正 常 に近 い値 の者 は10例(16・4%)で,50～

100m垂Dミ27{列(44、2%),20～50ptlJ:16例(26.2

%)と 全例 の70%が20～100雇 の問 にあ り,外 塚

江 本等 の報 告 と一致 してい る.

第Il表 腎結核患者の血沈値

計ig6国g2国74ilgl・ ・1・, .・・勧 下1・ ・一 ・・ll・-1・ ・11・ ・勧 上

(7)臆 胱並びに別出腎の肉眼的所見

膀胱鏡検査による膀胱粘膜所見を井上の記載にし

10

164%

16

26.2%

27

44.2%

8

13,1%

第10表 膀胱及別出腎の肉眼的所見

㌃訣
昭 和24年

2ラ 年

26年

27年1

膀 胱 腎 臓

28年1

高 劇 中鞭 睡 劇 正 常1末 剃 旺藍1初 期

2

3

3

4

5

3

6

9

10

8

4

3

2

6

15

2

0

1

2

1

1

0

1

2

1

6

7

9

8

12

0

1

0

1

2

計 171 361 3・i ・ll ・1 ・21 4

百 分 率119・ ・[… 3371 6711 98「82・ ・1…
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(9)腎 別 除例 のP・S・P試 験値

手 術施行 前 に総 腎機能 検査 法 としてP・S・P・ 試 験

時 には稀 釈濃縮 試験 を行 つ てい るが,P・S・P・ 試 験

を行 つた44例 フ)成績 は第12表 の 如 く25例(56・8

%)は61～80%の 問 にあ り,81%以 上排 出 は12

例(27・3%)と 排 出良好 の者 力≡過 半 を占 め,60%以

下 の排 出不 良の者 は7例(15・9%)で あつ た.

第12表 腎別施 行患 者 のP.S.P,試 験 値

・・%以 下 「 ・・～ ・・%1・ ・%以 上

7

15.9%

25

56.8%

12

27.2%

(10)尿 路 結 核 患者 の予 後

尿路結 核患 者ll2名 中死亡 した者13例 を手術例

と非手 術例 とに分 け て其 の死 因 を調 べ る と第13表 の

如 く手術 例 では残 腎結核1例 ・ 肺 結 核1例 ・全 身

衰 弱1例 ・急性 腎炎1例 ・ 手術 後の シ ヨツク死1

例 計5例 とな り全手 術例 の9%に 当 る.此 の 内3例

は抗 結核剤 出現 以前の 昭 和24年 度の 症例 で,化 学

療 法 を併用 した 手術例 の予 後は極 め て良好 であ る,

之に対 し非手 術例 で は腎結核 に よる者5例 ・ 肺結 核

2例 ・死 因不 詳1例 計8例 で全 非手 術 例 り14,2%

と手術 例 の2倍 値 を示 した.全 死亡 者13例 の 内半数

近 く(46・8%)は 残腎 内至 両 腎結核 に よる もの で あ

り・其 の他 の結核 に よる もの23%,其 の他3C%と

な る.

非手 術例 の予 後 を調 べた統 計 では 第14表 の如 く
り

初診時片側腎結核で手術適応と診定したが手術 を行

はず,主 として抗結核剤による非観血治療を行つたも

のが10例 で・此の内現在膀胱症状全 く消失し治癒状

況にあると思はれるものが4例 ・症状軽減し軽快状

態にあると思けれるものが3例 計7例 が生存し・他

の3例 が死亡している、rta.死 因は両腎結核による

と思はれるものが2例,其 の他の結核によるものが'

1例 である.初 診時両側腎結核で手術不適応 と診 定

したもの8例 では・治癒状況にあるもの1例 ・軽快

状態にあるもの2例 計3例 が生存し,他 の5例 が

死亡し其a死 因は両腎結核が3例,其 の他の結核が

1例,其 丁他が1例 である.初 診時患側不明のf例

は共に生存しており・尿路結核患者の予後は手術例の

方が非手術例に比べ遥かに予後良好ではあるガ,両 側

性腎結核の非手術例の中にも治癒内至軽快状態にあ

るものも見られ,抗 結核剤の強力な使用により尿路結

核も或る程度の治癒が望み得られるのではないか.少

く共化学療法が相当程度に病勢の進行を抑制 し得 る

ものと考えられる.之 等興味ある症例に就いてけ,其

の個々ρ症例につき膀胱鏡検査・分離尿検査・X線 写

真撮影等詳細な検索を行い改めて報告する積 りであ

る.

第14表 非手術例の予後
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第13表 全 死 亡 例
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総 括 並 びに 結 論

昭和-24年5月 よ り29年4月 に亘 る満5ケ 年間に 姫路赤十字 病院 泌尿器科 を訪れた

112',名り尿路結核患老に就 き以下10項 目の統計的観察を行つた.

1)尿 路 結核患老の泌尿器科外来患者に対する頻度は5・4%,結 核 腎別 出例の尿路結核患

者に対する頻度は49・1%で ・尿路結核 憲者で手術的治療を希望す る者ガ減少する傾向が認

められる.

2)患 者 の性別は男子56・3%・ 女 子44・7%で 男女 の比率は 約1.3対1と 多少 男子に

高率に認め られた.

罹患側は右側47・3%,左 側40・1%・ 両 側8.0%,不 明4.5%で 右側に 稻 々多 く.両 側罹

患怯男子 よ り女子 に多 くみ られた.

3)罹 患 年令は21～30才 迄 の青年 男女に最 も多 く全体の41.9%に 当 り,次 いで31～

40才 が21・4%,10才 以下及 び51～60才 は 共に4.5%と 少 く,私 達 の取扱つた 最年 少者

は満3才2ケ 月の 男児であ り,最 年長者は59才 の男で あつた.

4)既 往 に於ける結核性疾患は肋膜炎 が46・3%,性 器 結核 が14・4%,骨 。関 節 結 核 が

13%,結 核 性腹膜炎 が ・10.10%であ る.

結核性合併症は性器結核が最 も多 く46・4%を 占 め次に肺結核が39.2%,肋 膜 炎が21.4%

であ る.

.5)初 発 症状は頻尿,排 尿痛が圧倒的に多 く夫n50・9%,42・9%に 見 られ,次 いで血尿

が15・2%,尿 濯濁は3.6%と 少 い.

初発症状発現 よ り来院迄の期間は1～6ケ 月が50.5%,,1年 以上 が20.9%,6～12ケ

月が15・4%,1ケ 月 以内が1・?.2%で あ る,

6)尿 検 査所見は蛋 白反 応は95%に 陽性 に,膿 球 は94.8%に 認 め られ,赤 血球 を認 め

たものは79,5%で あ つた.結 核菌 の検 出率 は79.2%と 高 率を示 した.

7)'膀 胱 鏡検査 所見は 中等度 の変化を 認た もの40.4%,軽 度 が33.7%,高 度 が19・o%

で膀胱粘膜の正常 のもの も6.7%に 認 めれた.

別出腎の肉眼的所見は初期変化が7.8%,未 期 が9.8%で 大 半の82.3%は 旺盛期の変化

を示した.

8)尿 路結核患老 の 赤血球沈降速度 は50粍 よ り100粍 の 間にあるものが44・2%と 最

も多 く,次 いで20粍 よ り50粍 の 聞のものが26.P%,20粍 以下 が16.4%,100粍 以 上

が13.1%で あ る.

9)結 核 腎別除例 のP.S.P.試 験値 は60%よ り80%排 出 の 間にあ るものが56・7%・

80%以 上 排 出が27.2%で,60%以 下排 出は15・9%と 比較 的少い・

10)全 死 亡例は手術例5例,非 手術例8例 計13例 で 死亡率は 夫 々9・0%・14・2%と

な り・其 の死 因は46.8%と 半 数近 くが 残 腎 乃至両腎結核に よる もの と思はれ る・

非手術例の予後は初診時片側腎結核手術適 応 と診定 した ものでは生存7例 ・死亡3例 で

初診時の診定 が両側腎結核手術不適応の ものでは生存3例 ・死 亡5例 であ る・

此の非手術例 の生存者 に就 いては よ り詳細 な検索 を行つた上改めて報告 したし

(終りに臨み京都大学泌尿器科稲田教授の御校閲に対し厚 く.感謝の意を表す)
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酬

醗 ・・

血圧上昇剤
副年用が少 く反復使用 し
ても効力が減少 しないので

内外の外科顕域で好評一米
局 方塩 酵 フエ ニレフ リン

(ネ オシネフ リン)一麻酔時
の急性低血圧朕態、シヨツ
ク、シヨツク樹 犬態に有効

〔試 供 品 ・文献贈呈 〕

1co(2mg)×10A130円

本剤の常備により手術は常に安心てす
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